
 

 

 

一緒に育てよう！！ 
 今日は、学校評価アンケートの結果についてお

話しします。 

①学校に来るのは楽しい。 

  そう思うは６１％で、昨年度よりも４ポイント

低い値となりました。保護者調査の「お子さんは、

学校に行くことを楽しみにしている。」の結果と合

わせて見てみると、保護者のそう思うも、５８％

で昨年比２ポイントダウンしています。 

  児童アンケートの別の設問「勉強がよく分かる」

と「勉強が楽しいか」の問いを併せて見てみると、

肯定的評価はそれぞれ２ポイント低くくなってい

ます。学校に来るのが楽しいと、この「授業」の楽

しさや分かった感が、関連していることを端的に

表していると考えることができそうです。一方教

員の取組に目を移すと、授業改善への取組の部分

もその成果を問う質問でも、肯定的評価で見ると

昨年度と変わりありません。しかし、よく当ては

まるだけに着目すると、授業改善への取組が８ポ

イント、その手応え、成果は１１ポイント低い値

です。 

  →子どもの数値の低下は、全数調査に切り替え

たことが影響している可能性があります。教

員の取組については、僕が実際に目にしてい

る教職員の姿と回答に差があるように感じま

す。忙しさの中で十分にやりきれていないと

いう気持ちが、表れたのかもしれません。 

②学校では、悪口を言われたりいじめられたりし

ないで、安心して過ごせる。 

  そう思うと少しそう思うを合わせると８１％で

す。昨年度調査と比べて、９ポイント低い値とな

っています。別の質問、「困ったときに話を聞いた

り助けてくれたりする先生がいる」のそう思うの

回答は、同じように４ポイント低い値でした。保

護者アンケートの、学校は「安全」「安心」な学校

づくりに取り組んでいるの項目では、肯定的評価

は昨年度と同様ですが、そう思うの回答は、２ポ

イント高い値となっています。教職員へのアンケ

ート、私は、「安心」「安全」な学級づくりに向けて

具体的に取り組んだという設問に対して、そう思

うの回答は２１ポイント増えています。 

→児童全数調査に切り替えたことで、より実際

の子ども気持ちを捉えられたと考えています。

ここをスタートとして、この値をどう動かし

ていけるか挑戦していきたいと考えます。教

職員は、「安心」「安全」な学校づくりに取り組

んでいると言えた職員が大幅に増えたのです 

から、期待していきたいと思っています。 

③鶴嶺小は、子どもたちや保護者の相談に丁寧に

対応している。 

  保護者の皆さんの肯定的評価は、昨年度とほと

んど同じでした。しかし、教職員の私は子どもた

ちや保護者の相談に丁寧に対応できたという問い

では、昨年度と比べて７ポイント高くなっていま

す。 

  →職員が「できた」と回答していることを大切

にしたいと考えます。全職員が「できた」と言

えるよう、引き続き働きかけていきます。    

④鶴嶺小は、いじめ防止や子どもたちの支え合う

関係づくりなど、こころの教育の充実に取り組

んでいる。 

  保護者の皆さんからのそう思うの回答は、昨年

よりも１１ポイント下がり、３６％でした。肯定

的評価でも、３ポイント低い値です。しかし、教職

員の、私はいじめ防止や子どもたちの支え合う関

係づくりなど、心の教育に具体的に取り組んだで

は、そう思うが５ポイント高くなっていました。

同時にその成果・手応えを問う質問でも、８ポイ

ント高くなっています。 

  →保護者の回答は大幅に下がりましたが、職員

の回答は上向きました。僕はまず、どの教職

員も「取り組んだ」と言えることを重視して

います。保護者の皆さんに伝わっていないこ

とを肝に銘じつつ、教職員の実践を後押しし

たいと思います。 

 思っていた結果とのズレがあって、残念な部分

もありましたが、目に見えて職員が「取り組んだ」

と胸を張れた部分があったことに期待と思います。

少なくとも、職員１人１人が○○のために、こう

いう取り組みをしたと必ず具体的な手立てをもち

教育活動できるよう努めて参ります。 

 今年度も一年間、学校へのご理解とご協力をい

ただき大変ありがとうございました。学校だけで

も、ご家庭だけでも、子どもたちをよりよく育て

ることは難しいと考えています。「未来に向かって

伸びる鶴嶺の子」を協力して一緒に育てたい。共

育て（ともそだて）が、必要なのだと考えます。 

 意見が合わないこともあると思います。ご心配

をかけて、学校を信頼できないと思われることも

あるかもしれません。けれど、僕は、僕ら鶴嶺小学

校の職員は、「子どもたちが幸せになること」を願

っています。皆さんも同じはずです。保護者の皆

様と学校職員が同じ方向を向いて、何か起こった

としても、子どもを真ん中に置いて、「子どものた

めに」心と力を合わせていきたいのです。 
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